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論文内容の要旨
カレント代数の方法を、しきいエネルギーに於けるパイ中間子の光及び電子発生に対して適用した
ときに付随してくる外括法とゲージ不変性に関する困難を解決するために、現象論的非線型ラグラン
ジアンの方法ーカイラル・ダイナミックスーが適用される。カイラル・ラグランジアンはπ-N系に
ベクトル中間子と軸性ベクトル中間子をゲージ場として導入するように作られる。電磁相互作用は場
とカレントの同等性の考え方に基づいて、中性ベクトル中間子一光子結合を通じて導入される。この
ようにして作られたラグランジアンは、カレント代数の方法を用いて得られた結果を再現し、かっ上
述した困難を解決する。アドラーの一貫性の条件に付け加えて、振巾の低エネルギ一定理が終状態の
ノ fイ中間子の S一波、 P-i.皮、 D-波に対して得られる。しきいエネルギーでの微分断面積がパイ中間子
の光発生に対して計算され、実験値とよく一致した結果が得られる。軸性ベクトル中間子の効果及び
パイ中間子と核子間の pv-型の相互作用による効果について論じる。
論文の審査結果の要旨
π メソンと核子の相互作用の理論的研究は、これが強い相互作用であるため、一般的にいって信頼
のおける研究方法が殆どなし~o Y 線や高エネルギー電子線を核子に衝突させで、 π メソンを創るとい
う現象も、理論的研究のむずかしい問題の一つで、あるが、これに関して、最近比較的成功していると
思われるものに“ current 代数"を応用する方法がある。しかしこれにも次のような弱点がある。即
ちこの方法ではπ メソンの質量を O とおく必要があり、そのため現実の、即ち O でない質量をもった
π メソンにこれを適用する際に或る種の任意性をまぬがれない。そのため計算結果は人によってマチ
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マチで実験との比較が困難である。更にゲージ不変性の点でも欠点がある。
尾崎は、この方法の長所を残こし、他方上述のような欠点、を回避するために、近来流行している
“ chiral dynamics" をこの問題に利用しようと考えた。即ちまず π一核子系は荷電空間の“廻転"
に対して不変で、あるのみならず、いわゆる“chiral 褒漁"に対しでも不変であると要請する。これを
出発点として、ゲージ場の考えに基ずいて pーメソン、 Alー メソンと核子、 πの相互作用を一意的に
きめることができたo さらに電磁場も普通の通り、考慮にいれるが、その際中性pーメソンが光子の
直接の源となるよう工夫した。
以上のような体系を使い、さらに『近似計算は最低次のものにとどめて十分である』という chiral
dynamicsの根本，思想、に従って計算を進め、 threshold energy における πメソン創生の cross-sectÎon
を求めた。その際理論に登場する種々のパラメーターは、 p → 2 1l' 、 Ar→p+ π のような崩壊過程
や、その他の既知量を利用して決定される。このようにして理論的に求められた cross-section は
実験結果とよく一致していることがわかったo ここで特に尾崎の方法のすぐれた点は、“current -代
数"による結果と異り πメソンの質量を 0 とする必要がなく、したがって前述のような任意性がない
ことである。
要するに尾崎の方法は current 代数法のよい点を再現できたばかりでなく、その欠点の回避にも
成功したもので、 πメソン物理学の研究に一つの武器をあたえてくれたといえる。理学博士の学位を
与えるにふさわしい論文と認める。
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